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日を追うごとに朝晩の冷え込みが増してきました。少しずつ体調を崩して保健室に来室する人も増えて

います。しっかりと手洗い・うがいをして体調をくずさないよう、ご家庭でもご配慮ください。 

 

 

今年もインフルエンザの流行期に入ってきます。本校では、インフルエンザになったという人は今のとこ

ろいませんが、油断は禁物です。今後、本格的な流行が予想されるため、手洗い・うがいなどの予防や早期

受診といった対策が重要です。 

 

インフルエンザの症状 

 インフルエンザは局所の症状（のどの痛み、鼻水、くしゃみ、咳）に加えて、 

 ●突然の38℃以上の発熱 

 ●全身の痛み（関節痛、筋肉痛） 

 ●頭痛や起きていられないほど体がだるい などがあります。 

このような症状が現れたら、インフルエンザかもしれません。医療機関を受診し、インフルエンザの診断

を受けたら、登校や外出を控え、学校へ連絡してください。 

 

インフルエンザの出席停止期間 

「発症した後、５日を経過し、かつ、解熱した２日を経過するまで」です。 

発熱した日を０日と数えます。すぐ熱が下がっても、発症後５日を経過するまでは登校を控えてください。

例えば、発症後４日目に熱が下がった場合、７日目から登校可能です。 
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インフルエンザと診断された場合の出席停止期間は欠席扱いにはなりません。

その後は医師の指示にしたがい、登校の許可が出ましたら学校より「健康手帳」

をお渡ししますので、登校時に①病院名、②出席停止期間、③保護者の方のサイ

ンを記入して担任へ提出をお願い致します。 
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 ノロウイルスは、一年中存在しますが特に冬場に流行します。手指や食品などを介して口から入り、吐き

気や嘔吐、下痢、腹痛、発熱などを引き起こします。感染力が強く、一回かかってもまたかかることがあり

ます。ワクチンもないため、大切なのはかからないように注意することです。 

 

 

 感染力が強いので、集団感染が起こりやすくなっています。そのため、学校や家庭など、多くの人がいる

場所で感染が広がる恐れがあります。ノロウイルス感染症にかかるおもなルートを知って、気をつけるよう

にしましょう。 
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感染した人が吐いたものや便に

触れてしまったり、乾いた状態

のものを吸い込んでしまったり

することで感染します。 

ノロウイルスに感染した人やウ

イルスに触れた人が、きちんと

手を洗わずに触るなどした食べ

ものを食べるなどして感染しま

す。 

海水中のノロウイルスがたまっ

た二枚貝などを、加熱がきちん

とされていない状態や生の状態

で食べることで感染します。 

をふせに ○手洗い  

外から帰ったときやトイレを使ったとき、調理する前や食事の前など、必ず手を洗いましょう。

石けんをしっかりと泡立てて、手の甲や指先、親指の周り、指と指の間、手首を洗います。 

○調理時の注意 

ノロウイルスは熱に弱いです。ウイルスを持っている可能性が高い二枚貝などの食べものは、中

心部が８５℃～９０℃くらいになるようにして９０秒以上加熱しましょう。調理器具は洗剤を使っ

て十分に洗い、８５℃以上で加熱するか、塩素系漂白剤で消毒します。 

○トイレでの配慮 

トイレを使ったときは、ふたを閉めて流すようにします。水の流れによってウイルスが飛び散っ

たり空気中に漂ったりするのを防ぐためです。換気も忘れずにしましょう。また、便座やドアノブ、

蛇口などにもウイルスがついている可能性があるので、石けんでしっかり手を洗いましょう。 

○消毒 

ノロウイルスは少量で感染します。感染した人が吐いたものやトイレは塩素系漂白剤で消毒しま

しょう。また、消毒時の感染を防ぐために、エプロン・使い捨ての手袋・マスクなどの着用も大切

です。 


